
患者さんの安全・安楽の視点で観察する力を養う簡単なシミュ
レーションを行い、その後で過去の偉大なる看護師の言葉や患
者さんの手記を読み合います。 

日 時：平成26年11月26日（水）18時～18時45分 
場 所：東京医科大学病院 教育研究棟(自主自学館)5階  
    クリニカル・シミュレーション・ラボ事務室 
   （東京都新宿区西新宿6-7-1） 

世話人：阿部幸恵(東京医科大学病院 シミュレーションセンター長・教授) 

申込方法：必要事項を記入の上、下記アドレス宛にお送りください  

        件名：「Sim＆まてなへあ 申込」 

       ・氏名、読み仮名（全角カタカナ）、メールアドレス、 

         所属施設名、職種、役職 

           sim-c@tokyo-med.ac.jp 

  

東京医科大学病院 シミュレーションセンター企画 

看護師の第一義的な責任は、患者が日常の生活のパターンを保つのを助けるこ
と、すなわち、ふつうは他者に助けてもらわなくともできる呼吸、食事、排泄、休息、
睡眠や活動、身体の清潔、体温の保持、適切に衣類を着ける、等々の行動を助
けることである    （ヴァージニア・A・ヘンダーソン） ～第1回読み合わせより～ 

受講料：東京医大関係者、医療系学生  無料 
      その他 500円（ただし、今年度はセンターオープン記念のため無料！） 

お問合先：東京医科大学病院 シミュレーションセンター 
     〒160-0023 東京都新宿区西新宿6-7-1 
     TEL：03-5339-3465 e-mail:sim-c@tokyo-med.ac.jp  


